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表１７：平成２４年１２月に実施された「たけのこムーブメント教室」のプログラム（ドラえもんグループ）

《保護者のコメント》
・一年に一度のファンタジックな紙吹雪の舞は、本当に美しくて感動した。
・どんな子どもでも、どこか一つは入れる活動があるというのは、とても大切なことなのだと実感した。
・形板を飛ばすのが上手だったので驚いた。
・ブラックライトの足跡をとても慎重に歩く姿を見て成長したと感じた。
・ブラックライトの中で蛍光のフープをくるくる回すのがとても上手だった。また、ブラックライトを置く位置で光り方が違う
ことに感動した。
・17ヶ園のスタッフが集まってものすごくダイナミックな環境を作ってくださり、どこにもない、また、どこでもできない活動
を経験できてありがたいと思う。



プログラム内容と保護者のコメントあわせて分析して
みると、それぞれのグループにおいていくつかの特徴を
あげることができる。
先に述べたとおり、アンパンマングループは、運動面

で未発達な子どものグループである。このグループに参
加しているのは、脳性まひによる肢体不自由を有する子
どもやダウン症の子ども（未歩行）である。参加者のほ
とんどが早期に障害の診断を受けており教室に参加す
る。しかし、肢体不自由が重度であるため、体調を整え
健康を維持するだけでも難しく、外出することそのもの
に困難を抱えている場合が多い。また、乳児期から訓練
中心の生活を送っており、子どもにとって最も自然な遊

びの経験がほとんどなく、ましてや集団での楽しい活動、
子どもはもとより保護者自身が楽しいと感じられる活動
の経験が乏しいという背景を持っている。保護者のコメ
ントにも、声がよく出ていた、色々な表情が見られた、
笑顔が見られた、表所が豊かになった、○○はできない
と思ったができたので驚いたなど、子どもと一緒に多く
の人が関わる環境の中で得ることのできる喜びが率直に
語られている。さらに、○○の感触を楽しんでいたなど、
様々な感覚を働かせてそれを運動と結びつけていく段階
にある子どもの発達のポイントに気づくことができてい
るのも特徴である。
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写真：アンパンマングループの様子



一方、ドラエモングループは、言語・社会性面で未発
達な子どもたちである。すべての子どもが障害の診断を
受けているわけではなく、診断を受けていてもごく最近
という場合が多い。また、子どもの実態は、自閉症や
ADHDなど発達障害やその疑いのある子どもである。集
団の場面で我が子の「困った行動」に目を向けられる場
合が多い保護者にとって、子どもにとってかけがえのな
い財産である身体を使い、動くことを通して発達の基盤
となる様々な能力を育てることができることに気づくこ
とは重要なことである。保護者からは当初「友達のやっ
ていることを見て○○できた」というコメントが出され
ている。そして、回を重ねると共に（９月頃から）、活
動そのものに対する我が子の様子、例えば「○○を使っ

て○○のように楽しんでいた」「このような遊びができ
るとは思わなかった」に目が向けられるようになり、そ
の成長に喜びを感じていることがわかる。
さらに、両グループに共通してみられる保護者のコメ

ントに「子どもがとても楽しんでいたので家庭でもやっ
てみたい」というものである。我が子と楽しく遊ぶこと
のできる方法を具体的に保護者に提示できることは、子
どもと保護者の心の安定につながる家族支援の大切な側
面であると考える。また、遊びを原点とする発達的視点
を有するムーブメント教育による支援は、保育士にとっ
て最も得意な分野を活かすことのできる方法論であると
いえよう。
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写真：ドラエモングループの様子



まとめ

本研究の結果から、障害のある子どもの安全・安心を
生きやすさとらえることの意義、また、彼らの生きやす
さを支える子ども中心の支援のあり方、また、保育園や
保育士が支援を展開する中核として、十分にその役割を
果たせることが示唆された。
本研究では、障害のある子どもの乳幼児期における育

ちの困難性を明らかにするために、先行研究を紹介する
とともに、Web検索による発達障害児ならびにその疑
いのある子どもの怪我や事故などに関するエピソード分
析を行った。
さらに、子どもの安心・安全な保育を目指して、その

生きやすさを育むためのムーブメント教育による保育を
展開している保育所を研究フィールドとして、保育環境
や保育者の関わりなどについて分析した。加えて、障害
乳幼児と保護者のための ｢たけのこムーブメント教室｣
での実践を通して、障害のある子どもと保護者の心を安
定させるムーブメント教育による支援プログラム、なら
びに支援ネットワークの実際を提示した。以上の研究を
通して、障害のある子どもや保護者の視点に寄り添い、
保育士が担う障害のある子どもの生きやすさを支える支
援が明らかになったと考える。
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